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１．令和４年度(2022年度)真庭市教育基本方針

真庭市では、「第２次総合計画」のもと、「SDGｓ」や「共生社会」の実現を目指し、市民の主体
性を尊重しながら様々な取組を行っています。総合計画の基本の柱の一つに「教育」を掲げ、その理
念を「ひとが豊かな人生をおくるための能力の獲得を最大限保障するための最も大きな社会の役割」
と計画全体を貫く考え方として位置づけています。
真庭市教育委員会においても、総合計画の理念やそれに基づいた取組の方向性を踏まえると共

に、従来進めてきた「共育」施策の基本的方向性（個性と能力を十分に伸ばし、互いにライフスタイ
ルを応援しあう「まち」）の継承・発展として「第 3次教育振興基本計画」を策定しました。この計画
の重点的な施策と年度ごとに実施する具体的な事業との関連を明らかにしつつ、以下の各事業の
進捗について検証し、一人ひとりが幸せを実感し、幸せの可能性を広げる取組を推進します。

（１）一人ひとりの可能性を広げる 【個性や能力が輝くインクルーシブ教育の推進】
地域で人がつながって共に学び育ちあう風土づくりとインクルーシブ教育を推進し、誰もが互い

に認め合い、尊重され支えあう「共生社会」の実現を目指します。
また、誰一人取り残さず、誰もが安心して教育を受けることができるよう、貧困・障がい・不登

校など様々な要因による学びの格差解消や、心理的・物理的なバリアフリー化を進め、生涯に
わたる学びと居場所を支える「学びのセーフティネット」を構築していきます。

（２）真庭を愛する「ひと」、心豊かな「ひと」をつくる 【郷育を核にしたキャリア教育】
子どもたちが希望をもって、自分の未来を切り拓いていくために、仲間と協力して学ぶことの楽

しさを実感することや様々な体験に挑戦することなどを通して、自発的で探求的な学びの向上
を図ります。
また、地域住民等の参画を得て、地域資源を生かした学びや豊かな体験の場づくりを進める

とともに、地域全体で子どもたちの学びや豊かな成長を支えることで地域が元気になる好循環を
創り出します。そのために、学校と地域がパートナーとして連携・協働する「学校を核とした地域
づくり（地域学校協働活動）」を推進します。

（３）教育を地域で支える仕組みをつくる 【個人と地域をつなぐ仕組みづくり】
学校と地域と家庭が、目指す子どもの姿を共有し、一体となって子どもたちを育む「地域ととも

にある学校づくり（学校運営協議会）」を全校で設置します。また、義務教育と高校教育の
連携・協働を発展させるとともに、地域が高校を応援する意志あるチームとなる中で「高校魅力
化」を推進します。
学校給食については、地場産物の供給拡大を図るとともに生産者等とのつながりを確立し、

真庭の食材を知ることで、ふるさとに対する愛情を育む郷育と食育を充実させます。
また、学校・図書館・公民館などの地域資源を拠点とし、顔の見えるつながりや地域住民の

居場所と出番を作り、楽しんで活躍できる環境を整備していきます。
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２．第３次真庭市教育振興基本計画体系図

【概念図】

【関連図】

第３次真庭市教育振興基本計画
真庭市の全ての施策から「総合教育大綱」の理念実現のために、次

の 3 つの計画の柱を掲げ、今後５年間に実施すべき重点的な施策
（教育委員会の所掌分野）を整理しました。

１ 一人ひとりの可能性を広げる
２ 真庭を愛する「ひと」、心豊かな「ひと」をつくる
３ 教育を地域で支える仕組みをつくる

第２次真庭市総合計画【最上位計画】

真庭市総合教育大綱
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３．重点施策の事業概要

１）一人ひとりの可能性を広げる

【基本的施策】

・主体性や自己肯定感を高める教育を推進していく。

・保こ幼小中の連携を推進していく。

・個に応じた支援の継続とインクルーシブ教育を推進していく。

・様々な理由による教育の不均衡を是正していく。

【現状と課題】

・興味関心を大きく持つこと、学ぶ意欲の根底にある非認知能力をさらに育んでいく

必要がある。

・乳児期から「育ち」をつなげていく必要がある。

・個別支援が必要な子どもたちに対する支援充実が必要である。

・教育を受ける権利の保障、教育の機会の均等化が必要である。

【重点的な施策】

①誰もが安心して学べる場づくりと格差のない学びの場づくり

②切れ目のない学びの場づくり

③個性や能力が輝くインクルーシブ教育

④個別最適化された学びや創造性を育む学びの充実

⑤知的探究に応える学習ソフトの充実

⑥教職員が本来の仕事に注力できる環境づくり

２）真庭を愛する「ひと」、心豊かな「ひと」をつくる

【基本的施策】

・真庭市の「人・社会・自然」に直接関わる体験活動の充実を図り、地域のことを考

え、担う意欲を持つ子どもを育てていく。

・地域人材及び大学など幅広い連携により子どもの育ちを支援していく。

【現状と課題】

・ふるさとについて「知る」ことに留まり、「思考する」ことにまで至っていない。

・子どもの育ちを支援していく人材育成、団体育成が必要である。

・郷土資料の保全や情報発信に取り組んでいく必要がある。

【重点的な施策】

①郷育を核にしたキャリア教育

②人材、市民団体を育成支援し、市民が活躍できる場づくり

③地域資源を活用した学びの仕組みづくり

④地域資源の再評価と新たな価値の創出
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３）教育を地域で支える仕組みをつくる

【基本的施策】

・修繕周期を設定し、計画的な施設改修を行っていく。

・関係機関と連携し、安定した食材調達法を検討していく。

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の設立を進め、地域の教育力を高め、

生かしていく。

・市民ニーズに即し、また世代を超えた学びの場づくりを行い、教育の連続性を高め

ていく。

・図書館については市民との対話を重ねて策定した「真庭市図書館みらい計画」に基

づき、全館一体となって市民の知る自由や学ぶ権利を保障し、さらに交流と対話の

場を創り、個人の自立と地域自治の推進を支えていく。

【現状と課題】

・将来を見据えた維持管理計画の策定が必要である。

・地場産野菜の安定確保が必要である。

・ボランティア等学校に関わる人材確保に努めていく必要がある。

・知的探求心を満たす取り組みを一層進めていく必要がある。

・中央図書館を中心に広い世界とのネットワーク構築や世代交流の場づくりに取り組

んでいく必要がある。

・年代等で区分されない連続した教育環境の充実を図っていく必要がある。

【重点的な施策】

①施設改修計画（安全・長寿命化・コスト平準化・社会的ニーズ）

②学校給食を通した食育・地産地消の推進～共同調理場化推進による安定した

食材調達方法（地産地消）～

③個人と地域をつなぐ仕組みづくり

④生涯学習を推進する基盤整備

⑤公共図書館としての存立基盤の整備

⑥子どもの学びへの能動的な貢献

⑦市民がつながる地域交流拠点創出

⑧高校魅力化推進
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【重点施策体系図】

○就学援助費支給事業　〇奨学金貸付事業　〇教育相談事業
○小学校新1年生のモニタリング(情報交換)の実施　
〇Q-U(楽しい学校生活を送るためのアンケート)を活用した集団づくり実践検証
〇生涯学習推進事業　〇市民大学事業　〇高齢者講座運営事業
〇文化財保護施設等整備事業

○生涯学習推進事業　〇生涯学習振興事業

○特別支援教育研修会　〇居住地校交流

○学びのデジタル化推進事業

○蔵書整備事業

○学校教育センター事業

○郷育を核としたキャリア教育事業　〇地元企業と連携した学習事業

○生涯学習振興事業　〇市民大学事業　〇生涯学習推進事業

〇教育を地域で支える仕組みをつくる（地域教材リストの作成）
〇郷育推進支援事業　〇地域郷土資料アーカイブ事業(文化財)
〇真庭子ども応援事業

〇真庭郷育構築事業　〇埋蔵文化財調査等事業　〇真庭郷育構築事業
〇地域郷土資料アーカイブ事業(図書館)

○学校施設予防改修事業　〇屋内運動場ほか照明LED化事業
○小学校特別教室空調設備設置事業

○『真庭食材の日』『真庭産品プラスワンの日』事業
○地場産農産物供給拡大事業　〇食育推進事業

〇学校運営協議会制度の設立推進事業

〇生涯学習施設等整備
〇真庭を愛する「ひと」をつくる (講座・資料のデジタルアーカイブ化)

○市民全体の図書館運営

○市立図書館・学校図書館連携強化事業　〇市民全体の図書館運営

〇市民全体の図書館運営

○高校魅力化応援事業(高校魅力化発信事業)
〇高校魅力化応援事業(市民参画推進ワークショップ事業)
〇高校魅力化応援事業(市内高校通学支援）

一人ひとりの可能性を広げる
①誰もが安心して学べる場づくりと格差のない学びの場づくり

②切れ目のない学びの場づくり

③個性や能力が輝くインクルーシブ教育

④個別最適化された学びや創造性を育む学びの充実

⑤知的探求に応える学習ソフトの充実

⑥教職員が本来の仕事に注力できる環境づくり

真庭を愛する「ひと」、
心豊かな「ひと」をつくる

①郷育を核にしたキャリア教育

②人材、市民団体を育成支援し、市民が活躍できる場づくり

③地域資源を活用した学びの仕組みづくり

④地域資源の再評価と新たな価値の創出

教育を地域で支える仕組みをつくる
①施設改修計画（安全・長寿命化・コスト平準化・社会的ニーズ）

②学校給食を通した食育・地産地消の推進
　～共同調理場化整備による安定した食材調達方法(地産地消)～

③個人と地域をつなぐ仕組みづくり

④生涯学習を推進する基盤整備

⑤公共図書館としての存立基盤の整備

⑥子どもの学びへの能動的な貢献

⑦市民が繋がる地域交流拠点創出

⑧高校魅力化推進
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